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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
賦活処理後、アニーリングを行い、ボーヘム（Ｂｏｅｈｅｍ）の方法による活性炭の表面
酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値φが０．４９≦φ≦０．８２であることを特
徴とする活性炭。
【請求項２】
前記活性炭のｐＨが５．０～７．５であることを特徴とする請求項１に記載の活性炭。
【請求項３】
前記活性炭の基材が果実殻、熱硬化性樹脂の１以上であることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の活性炭。
【請求項４】
前記活性炭の基材が椰子殻、フェノール性合成樹脂の１以上であることを特徴とする請求
項３に記載の活性炭。
【請求項５】
浄水材として、請求項１乃至４の内いずれか１の活性炭を用いたことを特徴とする浄水器
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浄水処理において、飲料水に含まれる有害成分であるトリハロメタン類等の有
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機塩素系化合物の吸着特性に優れた活性炭、およびそれを用い、飲料水としてトリハロメ
タン類などの有害成分を除去する浄水器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、飲料水用に用いられる水道水は、殺菌を目的に添加される残留塩素を一定濃度以上
含有することが必要で、健康、公衆衛生の観点から、水道法により運用方法が規定されて
いる。しかし、殺菌を目的に添加される残留塩素は、殺菌作用の他に無機物の酸化作用や
有機物の酸化分解作用も有しており、天然有機物の一種であるフミン質を酸化分解する際
に、発ガン性物質であるトリハロメタン類を生成してしまう。一方、水道水等に利用され
る原水の水質は、汚染の拡大により近年劣化傾向にあり、これに伴い原水中に含まれるフ
ミン質も増加してきており、フミン質の酸化分解により発生するトリハロメタン類の濃度
も増加傾向にある。
【０００３】
このため、従来から発生したトリハロメタン類の除去手段として、吸着作用を有する活性
炭による浄化処理が行われてきた。一般に、従来の水処理用活性炭は、除去対象物の単位
容量当たりの吸着容量を高めるために、ヨウ素吸着性能、メチレンブルー吸着性能等の特
性が良い高表面積を有する活性炭が使用されてきた。これらの活性炭は、水処理用である
ことから、親水性も高いことが望ましく、ガス賦活として水蒸気賦活されるものが圧倒的
に多いが、他に、水酸化アルカリで賦活処理して得られる薬品賦活活性炭も用いられる。
これらの形状は多様で、粉末状、破砕状、球状、粒状、繊維状の他に、形成された円盤状
、顆粒状、球状のものなどが製造され、使用されている。
【０００４】
また、特開平８－２８１０９９号公報（以下、イ号公報とする。）には、Ｂｏｅｈｅｍの
方法の全表面酸性官能基量が０．１ｍｅｑ／ｇより小さい活性炭について開示されている
。全表面酸性官能基量が多く、親水性が高すぎると、水溶液中物質の吸着では水分子を形
成するクラスターが細孔の入口を塞ぐような状態で滞留し、有機塩素系化合物の吸着能を
減少させるため、活性炭の親水性を制御した活性炭が開示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の活性炭および浄水器は、以下のような課題を有していた。
【０００６】
（１）水蒸気等によりガス賦活された活性炭は、吸着帯を形成し、吸着帯中を被処理水が
通過する、通水中のトリハロメタン類の浄化処理法において、活性炭単位重量当たりの吸
着容量が静水状態時の平衡吸着量に対して極めて低く、活性炭の吸着性能が十分に発揮さ
れていないという課題を有していた。
【０００７】
（２）椰子殻を原料とする活性炭は表面積が大きく、水中に含まれる多くの物質に対して
広範囲な吸着特性を有するが、トリハロメタン類の吸着浄化処理においては、特定の細孔
のみがトリハロメタン類の吸着に有効であり、通水中のトリハロメタン類の吸着浄化処理
を行うため、吸着に寄与する特定の細孔のみを選択的に多く持つように調整しようとする
と、その他の吸着特性を劣化させ吸着材としての特性を損なうという課題を有していた。
【０００８】
（３）フェノール樹脂を原料とする活性炭は、選択的に形成された特定の細孔がトリハロ
メタン類の吸着に寄与し、静状態下の平衡吸着時には高い吸着性能をもつが、平衡到達速
度が遅いため、吸着帯中を被処理水が通過する、通水という動的状態であるトリハロメタ
ン類の浄化処理において、平衡吸着時の高い吸着特性を活かしきれないという課題を有し
ていた。
【０００９】
（４）イ号公報の活性炭では、活性炭のｐＨに関係なく表面酸性官能基を減少させたため
に水分子の活性炭細孔への吸着速度が極端に遅くなり、それに伴い通水中では水分子中の
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トリハロメタン吸着速度が極端に遅くなるという課題を有していた。
【００１０】
本発明は上記従来の課題を解決するもので、通水時という動的状態でトリハロメタン類の
吸着性能に優れ、活性炭の単位重量当たりの吸着容量を著しく向上させた活性炭の提供、
及びそのトリハロメタン除去特性を利用し優れた浄化作用を有する浄水器を提供すること
を目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明の活性炭は、Ｂｏｅｈｅｍの方法による活性炭の表面
酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値をφとしたとき、０．４４≦φ≦０．９８、
好ましくは０．４５≦φ≦０．８２であり、このｐＨが５．０～７．５、好ましくは５．
６～７．５である構成を有している。この構成により、通水時にトリハロメタン吸着性能
に優れ、活性炭の単位重量当たりの吸着容量を著しく向上させることができる。
【００１２】
また、本発明の浄水器は、本発明の活性炭を浄水材として備えており、トリハロメタン類
の浄化作用に必要な活性炭量を少なくすることができるので、小型化、長寿命化、低コス
ト化を実現することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の活性炭は、賦活処理後、アニーリングを行い、Ｂｏｅｈｅｍ
の方法による活性炭の表面酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値φが０．４９≦φ
≦０．８２である構成を有している。
【００１４】
この構成により、以下のような作用を有する。
【００１５】
（１）吸着帯を形成し、吸着帯中を被処理水が通過する、通水中のトリハロメタン類の浄
化において、活性炭単位重量当たりの吸着容量を高め、活性炭の吸着性能を著しく向上さ
せることができる。
【００１６】
（２）活性炭の全表面酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値φを０．４４≦φ≦０
．９８、好ましくは０．４５≦φ≦０．８２にすることにより、親水性の表面酸性官能基
での水の取り込みと、疎水性の活性炭表面でのトリハロメタン類の吸着のバランスが良く
なり、通水中という動的状態であってもトリハロメタン類の吸着量を増大させることがで
きる。
【００１７】
ここで、Ｂｏｅｈｅｍの方法は、Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．，Ｉｎｔｅｒｎ．Ｅｄ．Ｅｎｇ
ｌ．５，５３３（１９６６）によっており、所定の量の活性炭に塩基であるＮａＯＨを吸
着させ、その溶液を酸であるＨＣｌで逆滴定することによって得られた塩基消費量を酸性
官能基量とした。得られた値は活性炭１ｇ当たりのｍ当量であるｍｅｑ／ｇという単位で
表示している。
【００１８】
また、活性炭のｐＨによっては、Ｂｏｅｈｅｍの方法でのＮａＯＨのｐＨが変化し、塩基
消費量が変化するため、トリハロメタン類除去性能が高い表面酸性官能基量の範囲は、Ｊ
ＩＳ１４７４に規定される活性炭のｐＨ変化によって異なる。一方、通水状態で吸着速度
を上げ動的吸着を向上させるためには、活性炭表面の親水性と疎水性の比率が大きく影響
する。このため、親水性である活性炭の表面酸性官能基量（α）と活性炭のｐＨ（β）を
かけた値φを用いている。
【００１９】
また、活性炭の比表面積は、分子と吸着表面の分子間力が強く働く６～９・の細孔が比較
的多く形成される、３００～１５００ｍ２／ｇが好ましい。３００ｍ２／ｇより小さくな
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るにつれ細孔分布の山の中心が６・よりも小さくなって、細孔容積自体が減り、１５００
ｍ２／ｇより大きくなるにつれ細孔分布の山の中心が９・より大きくなって、分子間力が
小さくなり、トリハロメタン類の吸着性能が低くなる傾向があるため、いずれも好ましく
ない。
【００２０】
また、活性炭の表面官能基量の調整は、いくつかの方法があり、特に限定するものではな
い。まず、炭化処理は不活性雰囲気であるアルゴン、窒素などを用いて炭化温度５００～
７００℃で処理することが望ましい。５００℃より低くなるにつれ十分な炭化が行えず、
７００℃より高くなるにつれ灰化する傾向があるため好ましくない。次に賦活処理では、
ガス賦活処理では水蒸気、酸素、二酸化炭素、もしくはこれらのガスを２種類以上用いた
もの、さらにこれらを含んだ不活性雰囲気のアルゴン、窒素等で処理され、薬品賦活処理
は塩化亜鉛、リン酸等を用いて、賦活温度８００～１０００℃で処理することが好ましい
。８００℃より低くなるにつれ十分に賦活することができず、１０００℃より高くしても
著しい賦活向上が認められない傾向があるため好ましくない。
【００２１】
また、ガスを用いたアニーリングでは不活性雰囲気であるアルゴン、窒素等、もしくは還
元雰囲気である水素等で、アニール温度３００～７００℃で行うことが好ましい。３００
℃より低くなるにつれ十分なアニーリングを行うことができず、７００℃より高くしても
アニールによる効果の向上が得られない傾向があるため好ましくない。また、細孔分布の
親水性、疎水性の性質を制御するため、アニーリングは常温から０．５～１．５時間かけ
て３００～７００℃まで上昇させ、０～２時間程度上昇した温度を維持し、その後自然放
冷することが好ましい。０．５時間よりも短くするにつれ全表面酸性官能基が著しく脱落
し、１．５時間より長くしても全表面酸性官能基の脱落は減少しない傾向があるため好ま
しくない。
【００２２】
また、活性炭の原料としては、椰子殻やおがくず、木材などの天然有機物、炭素原子を有
する原料で重合された各種合成樹脂や合成繊維などの合成有機物、あるいは石炭、石炭系
ピッチ、石油系ピッチ等が用いられる。
【００２３】
本発明の請求項２に記載の活性炭は、請求項１に記載の活性炭のｐＨが５．０～７．５、
好ましくは５．６～７．５である構成を有している。
【００２４】
この構成により、請求項１の作用に加え、以下のような作用を有する。
【００２５】
（１）活性炭のｐＨを５．０～７．５、好ましくは５．６～７．５にすることにより、水
道水の水質規準を満たし、かつアルカリイオン整水器に用いた場合でも所定のｐＨに調整
することができる。
【００２６】
ここで、ｐＨ５．０より低いと通水後の水のｐＨが小さくなり水道水の水質規準を下回り
、ｐＨ７．５より高くなるにつれ、水処理装置のうち、特にアルカリイオン整水器に用い
た場合、通水初期に原水のｐＨより大きくなり、所定のｐＨに調整できなくなる傾向があ
るため好ましくない。ｐＨ５．０より低くなるかｐＨ７．５より高くなるとその傾向が著
しくなるのでいずれも好ましくない。
【００２７】
本発明の請求項３に記載の活性炭は、請求項１又は請求項２に記載の活性炭の基材が果実
殻、熱硬化性樹脂の１以上である構成を有している。
【００２８】
この構成により、請求項１または請求項２の作用に加えて以下の作用を有する。
【００２９】
（１）産業廃棄物である果実殻を用いることにより、安価に活性炭を手に入れることがで
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きる。
【００３０】
（２）石炭などの鉱物系原料よりも金属不純物が少ないため、安全で構造調整が容易であ
る。
【００３１】
（３）熱硬化性樹脂を用いることにより、炭化、賦活処理時に硬化し活性炭化するため、
材料の多様化を図ることができる。
【００３２】
本発明の請求項４に記載の活性炭は、請求項３に記載の活性炭の基材が椰子殻、フェノー
ル性合成樹脂の１以上を主材とする構成を有している。
【００３３】
この構成により、請求項３の作用に加え、以下のような作用を有する。
【００３４】
（１）産業廃棄物である椰子殻を用いることによって、安価に原料を手に入れることがで
きる。
【００３５】
（２）東南アジアより安定供給されるので、活性炭を低原価で安定して製造できる。
【００３６】
（３）フェノール性合成樹脂を用いることにより、金属不純物が少なく、安全で構造調整
が容易である。
【００３７】
ここで、椰子殻としては、一種類、もしくは数種類の産地の異なる椰子殻の混合物を用い
ることができる。
【００３８】
また、椰子殻、フェノール性合成樹脂以外の混合物として、木屑や籾殻等のセルロース質
物質や米、麦、粟、稗、トウモロコシ、芋類等の澱粉質物質、アクリルニトリル系樹脂、
メラニン樹脂、ポリビニルアルコール樹脂等の合成樹脂の他に、ポリビニルアルコール等
の有機質または無機質のバインダーを混合したものを用いることができる。
【００３９】
本発明の請求項５に記載の浄水器は、浄水材として、請求項１乃至４の内いずれか１の活
性炭を用いた構成を有している。
【００４０】
この構成により、以下のような作用を有する。
【００４１】
（１）細孔径の分布を制御した活性炭の設計を行うことにより、吸着帯を形成し、吸着帯
中を被処理水が通過する、水中のトリハロメタン類の浄水器において、活性炭単位重量当
たりの吸着容量を大きく向上させ、活性炭の吸着性能を十分に発揮させることができる。
【００４２】
（２）トリハロメタン類の吸着に必要な活性炭量が低減することにより、カートリッジの
小型化、長寿命化、低コスト化が実現できる。
【００４３】
（３）前記カートリッジを用いた浄水器、アルカリ整水器等が小型化できるため、使用者
の利便性が向上する。
【００４４】
【実施例】
以下、本発明の実施例について、図１～図４を用いて説明する。
【００４５】
（実施例１）
図１は活性炭原料として椰子殻を用いた時の、活性炭の表面酸性官能基とｐＨをかけた値
φと、トリハロメタン吸着容量の関係図である。
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【００４６】
図１において、縦軸はトリハロメタン吸着容量をｐｐｂ・ｔｏｎで表し、横軸は活性炭の
表面酸性官能基量を示す。
【００４７】
次に、実施例１の活性炭について説明するが、この発明はこれに限定されるものではない
。
【００４８】
　本実施例では、活性炭原料として椰子殻を用い、窒素ガス雰囲気下、６００℃で炭化処
理を行った後、８００℃で２時間の賦活処理を行った。その後、各アニール温度でアニー
リングを行った。試料に供した活性炭の比表面積は１０００ｍ２／ｇで、粒度分布は６０
～１５０メッシュであった。このときの活性炭のｐＨを調べ、Ｂｏｅｈｅｍの方法により
全表面酸性官能基量を求めた。上記の活性炭を体積容量５０ｍｌ、厚さ２０ｍｍの円筒形
カラムに充填し、活性炭と０．２μｍフィルターにより浄化処理した水道浄化水に、トリ
ハロメタン類を１００ｐｐｂ添加したものを調整原水とし、ＳＶ値６４０で、カラム中に
充填した活性炭層を通過させ、活性炭層の流入前後でトリハロメタン類の濃度を、パージ
・アンド・トラップ法で濃縮前処理し、ガスクロマトグラフィー質量分析装置で定量測定
した。この時、活性炭層通過前後で、流入水に対する流出水のトリハロメタン類の水中濃
度が、２０％以上になる点を破過点とし、活性炭の吸着材としての寿命とした。この時点
までに活性炭が吸着したトリハロメタン類の量を吸着容量とした。各活性炭の全表面酸性
官能基量、活性炭のｐＨ、全表面酸性官能基量とｐＨをかけた値φ、トリハロメタン類の
吸着容量を（表１）に示す。また、各φに対する吸着容量を図１に示す。
【００４９】
【表１】
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【００５０】
　図１に示すように、活性炭全表面酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値をφとし
た時、φが０．４５≦φ≦０．７９のときに高いトリハロメタン類の除去性能が得られる
ことが分かった（しかし実験点のない仮想線上では０．２と予想されるので、この限りで
はない。）。
【００５１】
（実施例２）
図２は活性炭原料としてフェノール樹脂を用いた時の、活性炭の表面酸性官能基量（α）
とｐＨ（β）をかけた値φと、トリハロメタン吸着量の関係図である。
【００５２】
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図２において、縦軸はトリハロメタン吸着容量をｐｐｂ・ｔｏｎで表し、横軸は活性炭の
表面酸性官能基量を示す。
【００５３】
次に、実施例２の活性炭について説明するが、この発明はこれに限定されるものではない
。
【００５４】
本実施例では、活性炭原料としてフェノール樹脂を用い、窒素ガス雰囲気下、６００℃で
炭化処理を行った後、８００℃で２時間の賦活処理を行った。その後、各アニール温度で
１時間のアニーリングを行った。試料に供した活性炭の比表面積は１０００ｍ２／ｇで、
粒度分布は６０～１５０メッシュであった。このときの活性炭のｐＨを調べ、Ｂｏｅｈｅ
ｍの方法により全表面酸性官能基量を求めた。上記の活性炭を体積容量５０ｍｌ、厚さ２
０ｍｍの円筒形カラムに充填し、活性炭と０．２μｍフィルターにより浄化処理した水道
浄化水に、トリハロメタン類を１００ｐｐｂ添加したものを調整原水とし、ＳＶ値６４０
で、カラム中に充填した活性炭層を通過させ、活性炭層の流入前後でトリハロメタン類の
濃度を、パージ・アンド・トラップ法で濃縮前処理し、ガスクロマトグラフィー質量分析
装置で定量測定した。この時、活性炭層通過前後で、流入水に対する流出水のトリハロメ
タン類の水中濃度が、２０％以上になる点を破過点とし、活性炭の吸着材としての寿命と
した。この時点までに活性炭が吸着したトリハロメタン類の量を吸着容量とした。各賦活
処理温度、アニール温度、活性炭の全表面酸性官能基量、活性炭のｐＨ、全表面酸性官能
基量とｐＨをかけた値φ、トリハロメタン類の吸着容量を（表２）に示す。また、各φに
対する吸着容量を図２に示す。
【００５５】
【表２】
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【００５６】
　図２に示すように、活性炭全表面酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をかけた値をφとし
た時、φが０．４９≦φ≦０．８２のときに高いトリハロメタン類の除去性能が得られる
ことが分かった。
【００５７】
（実施例３）
図３は活性炭のｐＨと通水時のｐＨ（初期－１０分後）の関係図である。
【００５８】
図３において、縦軸は通水時のｐＨ（初期－１０分後）を表し、横軸は活性炭のｐＨを示
す。
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【００５９】
　次に、前記実施例２を例に説明するが、この発明はこれに限定されるものではない。
【００６０】
　本実施例は、実施例２で得られた結果について活性炭の各ｐＨごとの初期通水時の試験
水のｐＨとその後１０分後の試験水のｐＨの差を表したもので、アルカリイオン整水器で
指定したｐＨに短時間で到達するために、前記ｐＨの差の上限を１とした。各活性炭のｐ
Ｈ（ＪＩＳ　ｐＨ）と、初期通水時とその後１０分後の試験水のｐＨの差（通水時ｐＨ）
を（表３）に示す。また、各ＪＩＳ　ｐＨに対する通水時のｐＨを図３に示す。
【００６１】
【表３】

【００６２】
図３に示すように、活性炭のｐＨが５．０～７．５のときに目標到達することができるこ
とが分かった。
【００６３】
（実施例４）
図４は本発明の活性炭を用いた浄水器の形態を示す模式図である。
【００６４】
図４において、１は吐出管、２は浄水器本体、３は中空糸膜、４は上記実施例で得られた
活性炭、５は浄水カートリッジ、６は導水チューブ、７は水スイッチ、８は蛇口である。
【００６５】
以上のように構成された浄水器について、以下にその使用方法を説明する。
【００６６】
まず、蛇口８より供給された水道水は水スイッチ７を介して導水チューブ６を通り、浄水
器本体２に入水する。このとき水スイッチ７は内蔵されたスイッチにより、浄水器本体２
に入水するか、浄水器本体２を介さずに外に排出されるか、選択することができる。
【００６７】
　浄水器本体２に入水すると、浄水カートリッジ５の下部に配置している活性炭４に通水
される。活性炭４は、フミン質に代表される有機物等の大きな濁質や水中のトリハロメタ
ン等の有害物質を高い吸着率で吸着する。その後、中空糸膜で小さな濁質を除去し、吐出
管１を介して吐水され、主に飲料水として利用される。
　また、前述のように、活性炭の表面官能基量の調整は、いくつかの方法がある。まず、
炭化処理は不活性雰囲気であるアルゴン、窒素などを用いて炭化温度５００～７００℃で
処理することが望ましい。５００℃より低くなるにつれ十分な炭化が行えず、７００℃よ
り高くなるにつれ灰化する傾向があるため好ましくない。次に賦活処理では、ガス賦活処
理では水蒸気、酸素、二酸化炭素、もしくはこれらのガスを２種類以上用いたもの、さら
にこれらを含んだ不活性雰囲気のアルゴン、窒素等で処理され、薬品賦活処理は塩化亜鉛
、リン酸等を用いて、賦活温度８００～１０００℃で処理することが好ましい。８００℃
より低くなるにつれ十分に賦活することができず、１０００℃より高くしても著しい賦活
向上が認められない傾向があるため好ましくない。
　また、前述のように、ガスを用いたアニーリングでは不活性雰囲気であるアルゴン、窒
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素等、もしくは還元雰囲気である水素等で、アニール温度３００～７００℃で行うことが
好ましい。３００℃より低くなるにつれ十分なアニーリングを行うことができず、７００
℃より高くしてもアニールによる効果の向上が得られない傾向があるため好ましくない。
また、細孔分布の親水性、疎水性の性質を制御するため、アニーリングは常温から０．５
～１．５時間かけて３００～７００℃まで上昇させ、０～２時間程度上昇した温度を維持
し、その後自然放冷することが好ましい。０．５時間よりも短くするにつれ全表面酸性官
能基が著しく脱落し、１．５時間より長くしても全表面酸性官能基の脱落は減少しない傾
向があるため好ましくない。
　また、前述のように、活性炭の原料としては、椰子殻やおがくず、木材などの天然有機
物、炭素原子を有する原料で重合された各種合成樹脂や合成繊維などの合成有機物、ある
いは石炭、石炭系ピッチ、石油系ピッチ等が用いられる。
【００６８】
【発明の効果】
以上から明らかなように、本発明における活性炭充填材を用いると、以下の優れた効果を
実現できる。
【００６９】
請求項１に記載の発明によれば、以下の効果を有する。
【００７０】
（１）吸着帯を形成し、吸着帯中を被処理水が通過する、通水中のトリハロメタン類の浄
化において、単位重量当たりの高い吸着容量と、著しく向上した吸着性能をもった活性炭
を提供することができる。
【００７１】
　（２）賦活処理後、アニーリングを行い、全表面酸性官能基量（α）とｐＨ（β）をか
けた値φを０．４９≦φ≦０．８２にすることにより、親水性の表面酸性官能基での水の
取り込みと、疎水性の活性炭表面でのトリハロメタン類の吸着のバランスが良くなり、通
水中という動的状態であってもトリハロメタン類の吸着量が増大する活性炭を提供するこ
とができる。
【００７２】
請求項２に記載の発明によれば、以下の効果を有する。
【００７３】
（１）ｐＨを５．０～７．５、好ましくは５．６～７．５にすることにより、水道水の水
質規準を満たし、かつアルカリイオン整水器に用いた場合でも所定のｐＨに調整できる活
性炭を提供することができる。
【００７４】
請求項３に記載の発明によれば、以下の効果を有する。
【００７５】
（１）産業廃棄物である果実殻を用いることにより、安価に活性炭を提供することができ
る。
【００７６】
（２）石炭などの鉱物系原料よりも金属不純物が少ないため、安全で構造調整が容易な活
性炭を提供することができる。
【００７７】
（３）熱硬化性樹脂を用いることにより、炭化、賦活処理時に硬化し活性炭化するため、
材料の多様化を図ることができる活性炭を提供することができる。
【００７８】
請求項４に記載の発明によれば、以下の効果を有する。
【００７９】
（１）産業廃棄物である椰子殻を用いることによって、原料が安価な活性炭を提供するこ
とができる。
【００８０】
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（２）東南アジアより安定供給されるので、低原価で安定して製造できる活性炭を提供す
ることができる。
【００８１】
（３）フェノール性合成樹脂を用いることにより、金属不純物が少なく、安全で構造調整
が容易な活性炭を提供することができる。
【００８２】
請求項５に記載の発明によれば、以下の効果を有する。
【００８３】
（１）細孔径の分布を制御した活性炭の設計を行うことにより、吸着帯を形成し、吸着帯
中を被処理水が通過する、水中のトリハロメタン類の浄水器において、活性炭単位重量当
たりの吸着容量を大きく向上させ、活性炭の吸着性能を十分に発揮させる浄水器を提供す
ることができる。
【００８４】
（２）トリハロメタン類の吸着に必要な活性炭量が低減することにより、カートリッジの
小型化、長寿命化、低コスト化が実現できる浄水器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】活性炭原料として椰子殻を用いたときの、活性炭の表面酸性官能基量とｐＨをか
けた値φと、トリハロメタン吸着容量の関係図
【図２】活性炭原料としてフェノール樹脂を用いたときの、活性炭の表面酸性官能基量と
ｐＨをかけた値φと、トリハロメタン吸着容量の関係図
【図３】活性炭のｐＨと通水時のｐＨ（初期－１０分後）の関係図
【図４】本発明の活性炭を用いた浄水器の形態を示す模式図
【符号の説明】
１　吐出管
２　浄水器本体
３　中空糸膜
４　活性炭
５　浄水カートリッジ
６　導水チューブ
７　水スイッチ
８　蛇口
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